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ゼミ発表までの予定(普通教室系グループ)

5/21 木 ゼミ発表教室割発表

5/28 木 ゼミ発表要項説明 ① (スライド作成方法)

6/11 木 ゼミ発表要項説明 ② (評価)

6/25 木 スライド8割以上完成 → 指導教員に見せる

7/ 2 木 スライド完成　(これ以降は微調整)

7/ 9 木 リハーサル　（原稿を見ないで話せるよう練習）　

7/16 木 ゼミ発表



ゼミ発表 (7/16)

研究計画書

(1)-(4)部分

● 研究テーマの説明

● 研究背景 (研究動機や先行研究)

● リサーチクエスチョン

● 仮説と検証方法

【スライド発表】　1チーム　発表： 5分　質疑応答：  2分

● 研究結果

● 考察・結論
研究計画書

(5)(6)部分

順調 手戻り

　前年度：今年度

＝　２　：　３

　を目安に構成



発表準備　スライド作成・発表原稿準備

1 2 3

4

タイトルスライドを入れて6～10枚程度　 前年度 : 今年度 = 2 : 3

5 6

全員の 組番号 + 氏名



引用文献・参考文献の書き方
最終スライドにて、本発表で引用・参照した文献をまとめて示す。

※詳細は課題研究メソッドp.176－１７７

● 本（日本語）：　吉川俊哉　(2011).　『大学とは何か』.　岩波書店.
　　　　　　　　　　（著者） （発行年）　　　  （書名） 　　 　（出版社）

● 論文（日本語）：　中野由美子　(1974).　「階層と言語　教育社会学における言語研究の位置づけ」.
　　　　　　　　　　　　　  (著者)　　　(発行年)                        　　(論文のタイトル )
　　　　　　　　『教育社会学研究』，　29(0)，　146-160.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (雑誌名)　　　　　 (巻数・号数 ) (論文のページ )

● Webページ：  文部科学省　(2012).　「大学改革実行プラン～社会変革のエンジンとなる大学づくり～」，

　　　　　　　　　　 (作成者)　(公開年: 不明な場合は省略可 )      　　(Webページ名)
　　　 　 　 https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shisetu/022/shiryo/__icsFiles/afieldfile/2012/09/19/1325116_7.pdf

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　(URL)
　  2020年11月2日.
　　(アクセス日 )

Last



スライドチェックリスト ＋ 支援Gem

スライドをPDFファイルとしてダウンロード

→ 「ファイルをアップロード」でPDF添付



相互評価・自己評価
相互評価(7/16実施) 自己評価(～7/17)

他のチームの発表を評価

発表を聞きながら、評価をして、

発表が終わるごとに送信をする。

自分のチームの発表を評価

発表会後、できれば当日中に

発表を振り返り送信をする。



今回のゼミ発表の評価

研究活動の
進捗状況の
自己点検

発表

スキル

向上

研究計画書(1)-(6)部分

プレゼンテーション技術



レベル4
（卓越している）

知的好奇心と社会背景が結びつき、

多角的根拠で意義を示す

レベル3
（十分できている）

意義は説明できるが、

自身の問題意識との繋がりが不十分

レベル2
（概ねできている）

意義の説明が抽象的で、

なぜ自分が取り組むのかが不明瞭

レベル1
（改善を要する）

研究の意義や問題意識に至った背景が

説明されていない

2. 課題の背景と意義の理解

社会に開かれた姿勢 未知への好奇心



レベル4
（卓越している）

先行研究に基づき本質を捉えた

独創的で検証可能な仮説を設定

レベル3
（十分できている）

検証可能な仮説はあるが、

先行研究調査や独創性に課題あり

レベル2
（概ねできている）

仮説はあるが論理的根拠が弱く、

検証方法が不明確

レベル1
（改善を要する）

検証可能な仮説として具体化されず、

研究の軸が不明確

3. 問いと仮説の適切性

仮説構築力



レベル4
（卓越している）

聞き手を常に意識し、

言葉・声・視線まで工夫した対話的発表

レベル3
（十分できている）

流れは分かりやすいが表現が単調で、

聞き手への工夫不足

レベル2
（概ねできている）

原稿に沿って説明するが、

聞き手を意識せず一方的

レベル1
（改善を要する）

資料を読むのみで声量不足等もあり、

内容が伝わらない

6. 発表の明瞭性

表現力



7. 視覚的表現のデザイン性
レベル4

（卓越している）

図表・配色を緻密に設計し、

要点を強調して説得力を高める

レベル3
（十分できている）

図表を用いて整理されているが、

重要情報の強調が不十分

レベル2
（概ねできている）

図表はあるが配置や情報量の調整が

不適切で理解しにくい

レベル1
（改善を要する）

文字中心の構成で視覚的工夫がなく、

理解を妨げている

表現力 情報活用能力



「探究ノート」への記録を！
Classroom　「 【全般】　探究ノート」

★作成のポイント★　

毎回、活動記録は必ず書く！

①今日の予定・目標

②本日の活動内容

③次に行うこと

個人でまとめるワークシートで、

その他の使い方は自由です。

授業開始時

授業終了
5分前


